
開発の背景

  名 古 屋 市 工 業 研 究 所

・類似製品の有無  (公財)名古屋産業振興公社

　名古屋市と(公財)名古屋産業振興公社は、当地中小企業の技術振興

・新技術・新製品の公表された年月 及び経営の活性化の促進を目的に、新技術・新製品の開発事例の表彰

をしています。

・産業財産権の有無（いずれかを○で囲んでください。） 　本年も、第22回名古屋市工業技術グランプリを開催し、優れた新技

　有（特・実・意　第　　　　　　　　　号）・出願中（特・実・意　　　　）・無　　 術・新製品を募集します。

新技術・新製品の特徴

・特に開発で工夫した点などを記入してください。 　－－－　名古屋市工業技術グランプリに応募いただくと　－－－

　　◇受賞された優秀事例につきましては、名古屋市工業研究所内にて優秀事例のポスター

　　　展示を行ないます。他に、(公財)名古屋産業振興公社ホームページや、技術情報誌

その他特記事項（いずれかを○で囲んでください。） 　　　「技術のひろば」にて受賞事例を紹介します。また、展示会にてポスター展示などを

・販売等の実績の有無 　　　行ないます。

　　有（売上高：　　　　　　　　）円/年　　　・　無 　　◇審査を通じて第三者の客観的な評価を得ることで、ビジネスチャンスの機会が広がり、

　　　企業としてのＰＲにもつながります。

・その他（市場性　・　波及効果等） その他

裏面もご覧下さい 

新　技　術　・　新　製　品　の　詳　細 ※事前調査記入欄

確認欄

開発の背景について

類似の有無について

公表年月日

産業財産権の有無

新技術・新製品の特
徴について

販売実績の有無

           



　　（別紙）

・名古屋市内に事業所を有する中小企業またはそれらのグループ （公財）名古屋産業振興公社　工業技術振興部　宛 ※太枠の中をご記入下さい。

・名古屋市内に事業所を有する組合や団体に属している会員の中小企業 　以下のとおり名古屋市工業技術グランプリに申込みます。

・新技術・新製品等の開発事例で、他団体の表彰を受けていないもの。 　なお、本件申込みに係る他団体表彰はありません。

・アイデアのみで製品等の実体のないものは応募できません。

（業種　　　　　　　　　　　　）

　　 （役職） （生年月日）

・申込書（別紙）に必要事項を記入の上、応募下さい。 　 　年　　　月　　　日

　なお、（公財）名古屋産業振興公社　ＨＰからもダウンロードできます。　

　（http://www.nipc.or.jp/kougyou/） 郵便番号　　（　　　　　-　　　　　　）

　※過去の受賞製品等につきましては、

　　ＨＰ　http://www.nipc.or.jp/kougyou/teikyo/event.html　をご覧下さい。

・審査に先立って、専門的知識を有した研究所職員と公社職員が事前に調査を

　実施します。

・審査は、委嘱した専門家等で構成される審査委員会で行います。　 　　　　　　年　　　　月　　　　日　創立

　その際、プレゼンテーション及び質疑応答を行っていただきます。（平成30年1月頃）

・表彰内容 役職 氏名

　名古屋市長賞（1点）、名古屋市工業研究所長賞（2点以内）、 電話： E-mail :

　（公財）名古屋産業振興公社理事長賞（3点以内）、奨励賞

・平成30年２月に名古屋市工業研究所にて開催予定の「ものづくり技術講演会」に 　新技術・新製品の概要　（文章での記述と合わせて製品の説明図や会社パンフレット等を添付してください。）

　おいて表彰式を行います。 　・新技術・新製品の名称　：

　・概　要

　公益財団法人名古屋産業振興公社　工業技術振興部　情報交流課　

　〒456-0058　名古屋市熱田区六番三丁目4番41号　

　電話（052）６５４－１６８３　　ＦＡＸ（052）６６１－０１５８

   E-mail 　：　gijutu@nipc.or.jp 

　※本申込の情報は、正当な理由なく第三者へ知らせ、又は当該等業務の目的以外には使用しません。

      するに当たっては、暴力団員であるかどうか等について、愛知県警本部長の意見を聴くことがあります。

申込企業名

名古屋市工業技術グランプリ申込書　　

代　表　者
（氏名

フリガナ

）

住　　所

企　　業　　概　　要

資本金 従業員数 所属組合・団体 主力製品

連絡担当者
所属部課名

新　技　術　・　新　製　品　の　概　要

　※暴力団の活動に利用されることにより当該暴力団の利益になると認めるときは、応募をお断りします。なお、判断

千円 名

沿　　革


